
暉彎枷甚馳 発達障害を持つ保護者の子育て(その1)

一親側の発達障害 と虐待一

前回までは発達障害のある子どもが親から不適切な養
育を受けてしまいやすいこと、親自身も実は相当に子育
てに苦労していることを述べてきた。しかし、これから述
べようとする子育ての蹟きは、子ども側の発達障害による

ものではなく、親側の発達障害についての話である。

子どもの発達障害と虐待との関係の研究はわが国でも

諸外国でもずいぶん前から多数存在する。ところが、親の

発達障害と虐待との関係の研究は意外と少なく、これから

注目されてくる分野と言える。私は数年前からそこに関心

を持ち、「発達障害が疑われる保護者の虐待についての研

究 第1報、第2報―その特徴と対応のあり方をめぐって一」

(※ 1)にまとめた。それをこのシリーズで数回にわけて取

り上げてみたい。

-2つの事例から 一

そもそも私がこのテーマに関心を持つた2つのエピソ

ードを紹介したい。

まず一つ目は、わが子に何度も身体的虐待を繰り返す

親に児童相談所の職員が懸命に関わつていた事例である。

その職員は「そんなことをすると子どもがかわいそうじゃ

ないですか。お子さんの身になつて子どもの気持ちを考

えて。子どEbを愛してほしい |」 と、その親に訴え続けた。

しかし、この職員の熱意はなかなか通じず、虐待の改善に

|よ至らなかつた。しかし、ある時、その親に六法全書を見せ、

「あなたのされていることは刑法の傷害罪に当たりますよ」

と指摘したところ、驚くことに親の虐待行為はすっかりな

くなつたのである。つまり、六法全書で自分のしているこ

とが傷害罪に当たると理解したことでストンと腑に落ち、

その行為|まなくなつたのである。

もう一つの事例は、虐待の否認にまつわるエピソードで

ある。一般的に言えば、虐待をしてしまう親は自分の虐待

行為を認めようとせず、「子どもにあるこの傷はどうして

できたのか?」 と尋ねられても、「自分で転んでできた時の

傷だ。叩いたわけではない」などと言う。おそらくどの虐待

も多かれ少なかれ親側にこのような虐待の否認が見られる。

なぜなら、虐待を認めると、親権を剥奪されたり、警察の

取調べを受けたり、社会的に非難されるといった自分に不

利益な状況を招くからである。それらの親に介入や支援
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を行う場合は、まずは親自身にその虐待の否認から脱却

させることが重要なポイントになる。ところが、発達障害を

持つ親の中には、あっさり自分の虐待行為を認め、「それ

が何か不都合でしょうか?」 といったような反応を見せる

場合がある。そうかと言つて、その親の虐待は改善される

ことがなかったりするのである。つまり、自分のしているこ

とが他者から悪い評価を受けるとわからずに虐待行為を

否認せず、平然としていたのである。

一 視点をかえたアプローチ ー

この2つのエピソードに共通するのは、発達障害を持つ

親の場合、定型発達の親と少し視点を変えたアプローチ

をしていくなど工夫が必要な点にある。それが発見できる

と、こちらの指示や支援がすんなり入り、虐待の改善がめ

ざましく現れたりもする。上記の事例で言えば、いずれの

親も自閉症スペクトラム障害 (※ 2)があったため、子ども

の気持ちになかなか立てず、子どもを愛するということを

具体的にどうすればいいのかがわかっていなかつたので

ある。また、自分のことや自分のしている行為を客観的に

把握する力が弱いため、よかれと思つてしたことが不適切

な養育となつてしまつていた。

いずれの事例にも、発達障害という特|1生があるがために、

その親たちは子どもの気持ちを汲みにくく、子育てその

ものにも苦悩していた。「愛情をかけてあげて」と抽象的

に言われても、彼らはその助言にますます混乱してしまつ

たのかもしれない。重要なのは、抽象論や観念論のような

助言や支援ではなく、そこに具体性や現実性がどれだけ

あるかである。

大人の発達障害者の生きにくさはまだまだ理解がされ

ていない。こ本人さえも自分が発達障害であることすら気
づいていないことも少なくない。そんな状況の中で、彼ら

の子育てに支援が届くように、われわれは何をしていかね

ばならないかIbっと考える必要がある。

(※ 1)子どもの虹情報研修センター 平成23、 24年度研

究報告書

(※ 2)発達障害の―つで、社会性の獲得が難しかったり、

コミュニケーシ∃ンが円滑に行かなかつたり、こだ

わりが強いなどの特性がある。

〈ご案内〉 冊子「『子ども虐待』について学ぼうとしている皆さんへ」
高校の先生方の「社会人になる前に虐待について学ばせ、虐待から子どもを守りたい」との

思いを契機として、キッズラインのスタッフが作成した「子どものための虐待予防テキスト」で
す。現在、高校の授業でもグループワークなどの資料として活用され高い評価を得ています。
子どもが学ぶことを想定して書かれており、教育、福祉関係の方々をはじめお父さん、お母さん
などにもお読みいただきたい1冊です。
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